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　ベビーTのラyチャー内の速度測定方法については本

誌第8巻第2号に猪瀬研究員等によって報告されている

ので，ここではその実験結果に基く加速特性について述

べることにする．この実験は最初から計画されていなか

ったのを飛翔実験の途中から高木教授の了解を得て行っ

たもので十分な用意ができず，したがって精度を要求す

るのは無理であるが，大体ラソチャー内で飛翔体がどの

ような加速特性を持って運動しているかの大体の目安は

つくものと思われる．記録が完全にとれたのは，飛翔番

号No．3（Main　W＝9．45kg）とNo．4（Main　W＝9・58kg）

で発射角はそれぞれ65°であった・
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は第1図の曲線より接線法にょり求めたi飛翔速度と時聞
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算定してみることにする．

　ラソチャー内での運動方程式は

　　　d2sT＝m　　　　　Wsinθ十1）十F　　　dt　2

との関係曲線

で，第3図は同

じ方法で第2図

より求めた加速

度と時聞との関

係曲線である．

　第3図の曲線

を使用して，ベ

ビーTの推力を

　となる．

ただし　θ一65°発射角

　　　T；ロケット推力　　S：飛翔距離

　　　va：重　量　　　　　F：摩擦力

　　　t：時間　　1）：空気抵抗
空気抵抗はラyチャー内ではきわめて少ない（ラyチ

ャ・一出口の飛翔速度40m／sで空気抵抗は約200gr）の

でD－・Oとし，摩擦力告
もまたきわめて小さい4°°

とみなされるのでF＝

0として近似計算を行
ってみると，その計算

の結果は第4図に示す
ようになる．

　第4図は理論計算値
および抵抗線歪計を用

いてのエソジy地上実

験値との比較である
が，この飛翔実験値よ

り逆算した値と理論計
算値とブー一スター分離

の時聞が一致していな

いのは，実験に

おいてはスイッ

チ閉後約15～20

ms後にイグナ
イターが着火し

ているからでそ

れを考慮に入れ

ると理論値（70
ms）と実験値（90

ms）は大体一i敷

する値である．

メイyロケット
の点火位置は，

ラyチャPt内の

黒色の煙の跡
（メイyロケッ

ト点火による）
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第　　3　　図
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第4図
がラyチャー後端より1．5mであったので，
る時聞を第1図より読み取って求めた．すなわち，

ソ戸ケットの飛翔距離は〔1．5m－0．25m（ブースターの

長さ）〕となるのでこのi飛翔距離より60msとなる・電磁

オヅシロの記録より読取ったスイッチ閉後Vケヅトが動

き出すまでの時間30msを加算すると90msを得る．
　推力の大きさに，飛翔実験よりの逆算値と地上実験と

の間に多少の違いがあるのは燃焼時間に多少の違いがあ

るために生じたものと思われるが，大体において一一faし

た値を示している．理論値との問に大きい違いのあるの
は，理論値の方は燃焼時間を長く取ってあるためである

（燃焼時間は飛翔実験については測定されていないが地

上実験において1．3秒，理論値では1．6秒である）・

　ベビーTNo．3，　No．4の飛翔最高高度が測定されてい

ないので，抵抗係数を算定することができなかったこと

は非常に残念なことである．

　今後のi飛翔実験においては計画的に以上の実験を行い

たいと思っている．

　高木教授以下当研究に御協力せられた方々に心から感

謝する．　　　　　　　　　　　　　　　（1956・3・13）
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